
１．はじめに

数ヶ月前，気温の世界最高記録についてのニュース

が報じられた．従来は1922年にリビアのアル・アジ

ジャ（El Azizia）で観測された58℃が世界記録とさ

れてきたが，これは正しい値よりも数℃高い可能性が

大きいことから信頼性がない（invalid）とされ，

1913年にアメリカ・カリフォルニア州のデス・バレー

（Death Valley；Furnace Creek Ranch）で観測され

た56.7℃がWMO（世界気象機関）による公式の世

界記録になったとのことだった ．アル・アジジャ

の観測値の問題点として挙げられたのは，測器の精度

への疑問，観測者の技量不足の可能性，観測場所がコ

ンクリートを敷いた広場（concrete-coated plaza）

だったこと，観測値が周囲の観測所や当地の以後の値

と違いすぎることだった（El Fadli et  al. 2012；

http://wmo.asu.edu/world-highest-temperature，

2012.12.11閲覧）．

しかし，日本では気温の世界最高記録を1921年７月

８日にイラクのバスラ（Basra）で観測された58.8℃

とする文献が多い．そこで，この記録の来歴について

調べてみた．

２．バスラの高温記録をめぐる国内外の状況

欧米にはバスラの58.8℃を世界記録として記載した

文献は見当たらない．Burt（2010）はアル・アジ

ジャやデス・バレーのほか，20件以上の世界の高温記

録について原資料を調べ，それぞれの信頼性（valid-

ity）を採点しているが ，その対象の中にバスラの

ものはない．ネットで検索すると，中国や韓国のサイ

トにバスラの記録を載せたものが見つかるが，これは

日本の文献が基になったのではないかと思われる．

一方日本では，1954年に出た「気象の事典」（東京

堂出版）その他の事典類や，1967年に創刊された「気

象年鑑」の各版など，多くの文献にバスラの58.8℃が

世界最高記録として載っていて，この記録が数十年前

から流通してきたことが分かる．ただし，「気象年鑑」

にバスラの記録が載ったのは2007年版までであり，

2011，2012年版ではアリゾナ州立大学のホームページ

（http://wmo.asu.edu/）の引用により，アル・アジ

ジャの57.8℃が世界最高記録として掲載されている．

３．20世紀前半の文献におけるバスラの高温記録

バスラの58.8℃という記録が日本の文献に現れたの

は，筆者が知り得た範囲では岡田武松著「気象学」の

改稿版（岡田 1934）が最も早い．そこには「気温の

極数」という一節があり，以下の記載がある（56～57

ページ）．

「日々の最高では米国のデス・バレーに於て1913年

７月10日に測つた最高気温は56°.6Cあつた．此高温

は次の様に１週間続いた．（表省略，改行あり）メソ

ポタミアの河港のバスラでは，1921年７月８日に，最

高温度の58°.8Cが観測された，此地は高温多湿であ

つて，炎暑が堪へ難い．」

しかし，この記録の出典は書かれていない．なお

「気象学」の初版（岡田 1927）では，「気候要素の極

数」の項に，気温の世界最高記録が1923年にアル・ア

ジジャ（原文はアチチヤ）で観測された57.3℃である

と書かれている（824ページ）．これは1922年の58℃と

は別の記録であり，後述のHellmann（1925）などに

紹介されている．一方，「気象学講話」第５版（岡田

1928）はデス・バレーの56.6℃を世界記録としてい

る．

国外の文献をたどると，Clemence（1922）が1921

年夏の中東の猛暑に関する報告の中で，７月にバスラ

で128.9°F（53.8℃）が観測されたことを記述してい

る．また，Hellmann（1925）はデス・バレーやアル
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・アジジャのほかいくつかの高温記録を紹介し，

Clemence(1922)の報告を引用している．ここでは，バ

スラの記録は摂氏を使って53.8℃と表記されている ．

他に，Henry（1930）が Clemence（1922）を引用

し，バスラの記録を129°F（53.9℃）と書いている．

しかし，これらの文献にはバスラの高温記録の日付は

書かれていない．

第１図はClemenceが示した1921年６～７月の日最

高・最低気温の推移である．原図の説明文によると，

これは公式の観測データ（official records）である．

図によると，129°F前後の値が観測されたのは７月15

日と17日であり，日本の文献に58.8℃が観測されたと

書かれている８日の最高気温は123°F（51℃）ぐらい

である．ただし，日最低気温は８日の値が月間の最高

値である．

Hellmann（1925）の記事は「地学雑誌」38巻

（622～623ページ，1926）に紹介されているが，そこ

にはバスラの記録への言及はない．このほか，当時の

「気象集誌」「地理学評論」等にもバスラの記録に関す

る記事は見当たらなかった．デス・バレーやアル・ア

ジジャの高温記録は当時から日本の文献に紹介されて

いるが（例えば「気象集誌」３巻23～24ページ，

1925），バスラの記録は1930年代前半まで，国内では

ほとんど知られていなかったようである．

その後，バスラの58.8℃という記録は福井英一郎著

「気候学」（福井 1938）に掲載された ．ここでは高

温記録に関する参考文献が２つ挙げられていて，その

うちの１つはHellmann（1925）である（もう１つは

バスラとは無関係）．しかし，「気候学」の改訂版（福

井 1942）ではバスラの記録についての記述は消え，

アル・アジジャ（原文ではアリザ）の58.0℃が世界記

録であると書かれている．この版は章立ても総ページ

数も初版と同じであり，改訂は微調整的なものである

ことから，著者がバスラの記録を意図的に削ったと考

えざるを得ない．また，「気象学通論」（岡田 1949）

のほか，1940年代に出版された二，三の本でも，バス

ラではなくデス・バレーやアル・アジジャの値が世界

最高記録として挙げられている（荒川 1948；中原

1949）．他方，バスラの記録を掲載した本もあり（加

藤 1942；大谷 1948など），戦後になってこの記録が

流布していったようである．

４．おわりに

以上のように，バスラの58.8℃という記録は出所に

疑問があり，実際の観測値はClemence（1922）が

報告した128.9°F（53.8℃）だった可能性が高い．

58.8℃が世に広まったのは1950年代以降のようであ

り，１つの推測として，岡田（1934）に誤って書かれ

た数値が独り歩きしたことも考えられよう．筆者が見

落としている文献があるかも知れないが，本報告が今

後の議論の参考になれば幸いである．

ついでながら，当時バグダッドに住んでいた

Clemence（1922）は，その観測所の百葉箱が日干し

煉瓦の屋根（a large flat roof composed of mutty or
 

dried mud）に置かれているのを見て，最高気温の観

測値が真の外気温より高い可能性を指摘した．バスラ

の128.9°F（53.8℃）という値にも，もしかすると同

様の問題があるかも知れない．このこととの関係は分

からないが，近年の資料の中には上記の値より低い

52.0℃（2010年６月）をバスラの（かつイラク全体

の）歴代最高記録としているものがある．

実際，アル・アジジャやデス・バレーの記録につい

ても，その信頼性を疑う意見が当初からあった（Hell-

mann 1925；Henry 1930など）．一般に，極端な観測

値は往々にして信頼性に問題があることから，記録に

こだわることの意味を問う必要もあろう（吉野

2010）．しかし，気温の世界記録は子どもも興味を持
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第１図 1921年６～７月のバスラの日最高・最低気
温（Clemence 1922）．原図は９月まで
あるが，ここでは６～７月の部分を切り
出した．70°F＝21.1℃，130°F＝54.4℃．
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